
週間国際経済2015（37） １２／０９～１２／１５    金俊行（きむじゅねん） 

 

12/09・原油安止まらず NY市場、一時36ドル台 新興国減速追い打ち 

    6年10カ月ぶりの安値 史上最高値2008年1バレル=147ドルの4分の1に 

  ・公的年金、自前で株運用 厚労省が解禁検討 ＜１＞ 

  ・実感なきプラス成長 7-9月GDP改定値、年率1.0％増に上方修正 

    投資、先行き不透明 消費の回復鈍く、在庫調整道半ば 

 

12/10・人民元安4年4カ月ぶり安値 米利上げ意識 ＜２＞ 

    景気減速で資金流出 SDR採用で為替介入縮小か 米中金融政策が逆方向に 

  ・法人税29.97％を明記 与党、税制大綱了承へ アベノミクス息切れ防ぐ 

    「稼ぐ企業」をけん引役に 所得税改革は棚上げ 参院選後が焦点に 

  ・アジアインフラ投資銀行（AIIB）フィリピン除く56ヵ国が設立協定に署名 

    来年1月に開業式典 初年度融資は20億ドル規模 

   

12/11・米シェール、減産進まず 原油価格を下押し  

    優良鉱区への投資が拡大して生産性改善 終わらぬ消耗戦 OPECも11月生産高水準 

  ・韓国、労働改革巡り激突 

    大統領：成長へ雇用要件緩和 野党・労組：非正規増で賃金低迷 

 

12/12・米上院トップのマコネル院内総務 TPP審議は「大統領選後」 

    反対勢力から支持を得られなくなると判断 発効遅れる可能性 

 

12/13・軽減税率で自公決着 外食除く全食品に 財源1兆円、結論は16年度 ＜３＞ 

  ・日印首脳会談（12日、ニューデリー）安保・経済で連携 ＜４＞ 

    中国けん制で思惑一致 原発輸出の前提となる原子力協定でも合意 新幹線導入も 

     インド、等距離外交転換し対日関係を優先 

 

12/14・COP21 196ヵ国・地域参加で温暖化対策「パリ協定」採択 ＜５＞ 

    第21回国連気候変動枠組み条約締結会議（12日、パリ） 

 18年ぶり新枠組み 

    歴史的な「全員参加」 産業革命前からの気温上昇を「1.5度以内」（現在約0.85度上昇）  

    「共通だが差異ある責任」、実効性に課題残す 

 

12/15・欧州開銀（EBRD）中国加盟を正式承認 インフラ連携強化 

    「一帯一路（新シルクロード）構想」で連携 アジアインフラ投資銀との協調融資も 

  ・仏地方選 極右全廃 社会党協力で右派伸張 サルコジ氏に追い風 

   

 

 



 


